
監督職員は、記録
受領・確認後、技術事
務所へ送付、

データベースへ登録

【情報インフラ推進ＷＧ】⑤情報通信端末を活用した機械設備メンテの効率化

機械設備における「点検作業の効率化」及び、「点検結果のデータベース登録の効率化」を目的に、維持
管理データの収集の合理化を行う

目標

取組内容

機械設備点検業務において、点検現場にてタブレット等を活用することで点検結果をその場でデータ化、更
にはそのデータの維持管理データベースへの登録作業も効率化・省力化を図る。

AfterBefore

関東地方整備局

統⼀様式
⾃動⽣成/登録

現地にて点検
記録をメモ

※今後の予定は現時点の想定であり、現場実証等の進捗状況により、変更等が生じる場合があります。

DX

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度以降

現場試行実施

類似技術を追加し現場試行
原則義務化運用開始

関連データベース
との連携検討

システム
改修

要求仕様取りまとめ
同種・類似
技術調査

帰社後デスク
ワークにて点検
結果を入力

データベースへ直接登録

現地にて紙にメモした点検記録を、帰社後パソコンに⼊
⼒､CD化し監督員へ提出、
監督員を経由して、データベースへ登録

【導入効果】
①労務の削減 ： 記録転記、ﾃﾞｰﾀ登録作業の省略
②点検品質向上 ： 人の介在による入力ミス低減
③省資源化 ： 点検記録の紙記入省略
④迅速な情報共有 ： 監督員との異常情報等のデータ共有

点検記録を現地からタブレット等でデータベースに登録
現地にて過去の点検結果が確認でき、速やかな施設
状況の変化や誤入力に気付くことが可能

前回と違うぞ！

民間開発（連携試行） 連携試行
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実施項目 第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

現場試行（発注者指定）

システム連携を確認

広報計画
（ホームページ等）

【情報インフラ推進ＷＧ】⑤ 情報通信端末を活用した機械設備メンテの効率化
（Ｒ５実施状況）

・Ｒ４試行技術（３技術）に加え類似技術（１技術）を含めた現場試行を実施【試行中】
・機械設備維持管理システムとの連携を確認【確認中（本運用に向けシステム調整中）】
・機械設備メンテの効率化を推進するため、点検受注者及び発注者を対象に意見交換会を開催し、課題を抽出

【Ｒ６．２実施予定】
・試行状況報告をホームページで公表【Ｒ６年度実施予定】

Ｒ５実施目標・実施状況

関東地方整備局

Ｒ５実施計画

※特記事項

DX

システム連携によるデータベース登録確認

４技術を２７事務所の４５業務で試行

試行状況報告を次年度公表

・試行技術の拡大（Ｒ５試行 ４技術、Ｒ４試行 ３技術）
・試行業務の拡大（機械設備メンテを実施している２７事務所４５業務で現場試行を実施、Ｒ４試行 ７事務所（業務））
・課題整理 （現場試行に関する意見交換会を点検受注者及び発注者対象に実施）

意見交換
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【情報インフラ推進ＷＧ】⑤ 情報通信端末を活用した機械設備メンテの効率化
関東地方整備局DX

Ｒ５実施内容・取組状況

【操作講習会】

【安全対策共有】

• タブレット落下防止
→ 保護ケース、ストラップの使用。

• ストラップ回転機械巻き込まれ注意
→ 体へ密着するゴム紐ストラップ使用。

• タブレット端末操作訓練

①データ登録（入力ミス防止）

②操作方法（作業遅れ防止）

③端末トラブル対応（操作遅延防止）
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実施項目 第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

原則義務化運用
（発注者指定）

システム連携を確認

広報計画
（ホームページ等）

【情報インフラ推進ＷＧ】⑤ 情報通信端末を活用した機械設備メンテの効率化
（Ｒ６実施計画案）

・発注者指定により対象全業務にて実施。
・点検結果登録状況の確認。
・機械設備維持管理システムとの連携を確認。

Ｒ６実施目標

関東地方整備局

Ｒ６実施計画

DX

システム連携によるデータベース登録確認

対象全業務で実施（４技術を２７事務所の４５業務）

適宜実施
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